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１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

（１）確かな学力の育成 

重点目標 主体的・対話的で深い学び・キャリア教育・ＥＳＤの学びの推進 

評価項目 

（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員意見 

個別最適で協働的な学びにより主

体性と思考力等を高める指導。ＩＣ

Ｔ機器の活用と振り返り場面の重

視等の授業改善。キャリアパスポー

トの６年間を見通した活用。学校評

価で 80％以上の肯定的評価 

３ 

校内研究で振り返りを重視した

授業研究を進め、日頃の授業でＩ

ＣＴ機器を活用した授業を推進し

た。分かりやすい・授業改善の肯

定的評価保護者87%児童9３％ 

Ａ 

ＩＣＴの取組を着実に進めることが

できている。さらなる効果的な活

用を期待する。 

ＳＤＧｓを踏まえたＥＳＤの学びの推

進。年３回の交換授業、ねらいを踏

まえた教育活動の見直し等、組織

的なカリキュラム・マネジメントの推

進。学校評価及び学校公開アンケ

ートで 80％以上の肯定的評価 

３ 

ＥＳＤについて外部人材を活用し

ながら推進した。１２月以降交換

授業を実施し、教科担任制に向

けた準備を進めた。ＥＳＤの肯定

的評価保護者 8８％ 

Ａ 

生活科・総合的な学習の時間の

発表会「たまわんぱーく」を中核

にし、素晴らしいカリキュラム・マネ

ジメントができている。 

評価のまとめ 

ＩＣＴ機器の活用、ＥＳＤの取組を学校運営協議会委員から高く評価いただいた。次

年度、教科担任制を推進するとともに、ＩＣＴ機器を一層効果的に活用し、個別最適

で協働的な深い学びのある授業改善を図り、児童の学力を高めていけるよう工夫

していく。 

 

 

 

 

（２）豊かな心と健やかな体の育成 

重点目標 
いじめ等の未然防止と早期解決、安全教育等の組織的な対応 

不登校児童数の低減、体育・健康教育の推進、特別支援教育の充実 

評価項目 

（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員意見 

児童アンケート等によるいじめの認

知、把握、早期解決を図り、学年やい

じめ対策委員会等による組織的な

対応。学校評価で 10％以内の否定

的評価 

家庭との連携による学校及び家庭

ルールの見直し。児童の主体的と情

報モラルに関する実践力を高め、ネ

ットいじめをゼロ 

４ 

週１回の生活指導打ち合わせ、月１

回のいじめ対策委員会で情報共有

の上組織的な対応を実施した。１１

月のアンケート結果で軽微ないじめ

40件、ネットいじめ０件。授業参観の

際いじめに関する弁護士の講話やｾ

ｰﾌﾃｨ教室を実施し保護者と情報共

有した。「いじめ」の項目の否定的評

価、保護者１０%児童 5％以下 

Ａ 

いじめの発生を１００％防ぐことは

難しい。児童アンケートの結果を踏

まえると、適切な指導ができている

と考える。 

Ｑ‐Ｕアンケート結果を踏まえた個別

最適な学びを重視した学級経営や

学校が楽しいと児童が感じる魅力あ

る授業づくり。不登校対策委員会を

中心とした組織的対応等により不登

校出現率の市平均以下への抑制 

４ 

月１回の不登校対策委員会で情報

共有し組織的なゆうかり教室の紹介

等の対応を行う。Ｑ‐Ｕアンケートを５

年で実施し教員研修で対応理解を

深めた。１１月不登校出現率 1,16％

市平均 2,19％を下回る 

Ａ 

不登校について１００％出現がな

いということは難しい。適切に指

導できていると考える。 

個別指導計画を踏まえた指導、通常

学級における児童の困り感に応じた

支援の充実。配慮が必要な児童や

学級の課題を共有し組織的な対応。

週 1回生活指導会議月 1回校内委

員会年 3 回教育相談全体会実施。

個に応じた授業等の推進により学校

評価で 80％以上の肯定的な評価 

４ 

児童一人一人の困り感に対応した

指導の工夫を明記した個別指導計

画を作成し指導を進めた。週１回の

夕会、月１回の校内委員会、年３回

の教育相談全体会で情報共有し、す

べての教員が連携した指導を進め

た。指導の工夫の児童評価 93％保

護者の否定的評価 8% 

Ａ 

指導の工夫に関する児童の評価

を踏まえ、適切に指導できている

と考える。 

運動習慣の定着を目指し、めあてを

明確にした体育授業、2020 レガシ

ー及び体力向上の取組等のカリキュ

ラム・マネジメントにより、児童の運動

意欲と体力の向上。「もっと運動した

い」と考える児童を 80％以上 

４ 

年間を通してイチリンピック、タグフラ

イデー等の体力向上の取組を実施

した。体力調査の結果が都平均値を

概ね上回った。体力・健康教育に関

する肯定的評価保護者 84％児童

1，2年８８％３年以上 93％ 

Ａ 

体育・健康教育に関する児童の

評価を踏まえ、適切に指導できて

いると考える。 

評価のまとめ 
いじめや不登校に対する丁寧な対応への評価を得られた。担任、校内委員会、ＳＣや

家庭・地域、外部専門家と連携を図り、合理的配慮の視点と児童の豊かな心の育成

を大切にした指導を行っていく。 

【評語について】 

自己評価 学校関係者評価 

評語 達成状況 成果指標 標語 自己評価の適切さ 

4 申し分なく達成した ９０％以上～１００％ Ａ 適切である 

3 おおむね達成した ７０％以上～９０％未満 Ｂ おおむね適切である 

2 やや下回った ４０％以上～７０％未満 Ｃ 適切でない 

1 大きく下回った ４０％未満 Ｄ 評価は困難である 

学校教育目標 

憲法・教育基本法の精神を尊重し、人権尊重の精神を基調として「未来を切り拓く資質・能力」「２０５０年の大人づくり

に向けた社会性」の調和のとれた育成を目指す。 

目指す学校像（学校経営ビジョン） 

あいさついっぱい、いつも笑顔の楽しい一小 

「分かる楽しさ、できる実感、伝える喜びを大切にする学校」   「子どもたちが安心して、元気に学べる学校」 

「保護者・地域から信頼される学校」 

目指す子供像 目指す教師像 

自ら考え行動できる子

自ら学ぶ子 

思いやりのある子 

健康な子 

 

○進んで取り組み、思考力・表現力を高め、最後までやり抜くことのできる確かな学力を育む 

○互いのよさを認め、自己を見直し、思いやりのある行動のできる豊かな心を育む 

○めあてをもって進んで取り組む強い意志と健やかな体を育む 



（３）家庭や地域との連携 

重点目標 
コミュニティ・スクール制度に基づいた学校評価の改善と地域に開かれた学校づくり

の推進。児童・保護者・教員がともにプラスになる教員の授業力向上と働き方改革の

推進による、将来の社会を担う人材を育むことのできる学校づくり 

評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員意見 

コミュニティ・スクールの趣旨を踏まえ、

学校運営連議会とリンクした学校評価

の実施と教育活動・保護者会・個人面

談の改善による地域と共にある学校づ

くりの実現。学校メール・ＨＰ・各種たよ

り、PTA と連携した情報発信等の改

善。学校評価で 80％以上の肯定的評

価 

 

４ 

保護者・児童アンケートの実施時期

を早め、学校評価の分析結果を踏ま

えた教育活動の実施状況を提出す

る等、学校運営協議会の運営の適

正化を図った。対面とオンラインを併

用した個人面談を実施する等保護

者のニーズに応じた改善を進めた。

保護者の肯定的評価、情報発信

94％学校公開 96％ 

Ａ 

保護者への情報共有等、丁寧に対

応できていると感じる。 

データ活用、ペーパーレス化、会議や

押印の精選、児童欠席連絡等のＩＣＴ

化等、業務の一層の効率化と学校行

事の見直し等による働き方改革の推

進。学校内教職員評価で 80%以上の

評価 

４ 

職員打ち合わせの削減、会議資料

のペーパーレス化の徹底、学校情報

のメール配信や児童欠席連絡のＩＣ

Ｔ活用等の取組を定着できた。学校

内部評価で１００％の評価 

Ａ 

積極的にペーパーレス等を実現

できていたと感じる。 

評価のまとめ 

個人面談の機会を対面・オンライン等の工夫により改善を図っていることや、学校評

価や学校だより等による保護者との情報共有について、高い評価を得られた。今後も

家庭・地域との連携の充実を図っていく。 

 

２ 次年度に向けた学校経営の方向性、課題等 

 

 

 

 

以上のとおり報告いたします。 

令和６年３月８日 

多摩市立多摩第一小学校 校長    木下 雅雄 

 

 

 

 

 

「個別最適で協働的な深い学びにより、主体的に考える児童を育成する教育課程の推進と、児童・家庭・学校のすべてにプラスと

なる働き方改革」「児童・家庭・地域に最適なコミュニティ・スクールの推進」 

（１）東京都教科担任制等推進校として、授業の質の向上を図り、児童の主体的な学びや学習意欲の向上につなげていくこと。児

童一人一人に複数の教員が関わる機会が増える教科担任制の指導のよさを加えることにより、学校全体で児童の成長を支援す

る体制を構築していくこと。 

（２）教職員の働き方改革を教育行政機関や管理職から指示されて行う受け身の改革ではなく、児童・家庭・学校のすべてにプラ

スとなる視点で、教員自らが主体的に考え、責任をもって実行できる人材を育成すること。 

（３）「ユネスコ・スクール」「子若条例」等の特色をもつ多摩市のコミュニティ・スクールにふさわしい教育活動を推進すること。 

 

公印 
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